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ぬ ま づ 議 会 だ よ り

児
童
数
の
少
な
い
小
学
校
に�

�

対
す
る
認
識
は�

�

髙
橋　

達
也

問　

少
子
化
や
隣
接
校
選
択
制
の
影
響

に
よ
り
児
童
数
が
減
少
し
た
小
学
校
の

問
題
点
と
こ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答　

児
童
数
の
少
な
い
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
運
動
会
な
ど
の
各
種
行
事
開
催

な
ど
、
学
校
全
体
の
活
力
の
面
に
お
い

て
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
数
が
少
な
い
学
級
の
場
合
、
子
供

た
ち
の
切
磋
琢
磨
す
る
場
が
少
な
く
な

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の
自

主
・
自
立
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
他
市
に
例
の
な
い
、
が
ん
ば
る

学
校
応
援
事
業
を
導
入
し
、
各
学
校
が

独
自
に
企
画
立
案
し
た
事
業
に
よ
り
、

地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
等
の�

�

導
入
は�

�

長
田　

吉
信

問　

高
齢
者
世
帯
に
お
い
て
、
緊
急
時

に
救
急
隊
員
等
が
、
容
易
に
医
療
情
報

等
を
入
手
し
、
迅
速
な
救
急
医
療
の
提

供
に
つ
な
げ
る
た
め
、
氏
名
や
生
年
月

日
、
緊
急
時
の
連
絡
先
、
健
康
保
険
証

の
コ
ピ
ー
等
を
円
柱
状
の
ケ
ー
ス
に
入

れ
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
や
、
同
様
に
医
療
情
報
等
を
記

載
し
、
外
出
時
に
携
帯
す
る
緊
急
時
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
及
び
緊
急

時
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
世
帯
に
お
い
て
、
災
害
時

や
体
調
が
急
変
し
た
際
の
緊
急
連
絡
先

や
医
療
情
報
等
の
把
握
に
大
変
有
意
義

な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
が
、
配
布
方
法

や
情
報
の
更
新
方
法
な
ど
、
検
討
す
べ

き
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他

市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
節
電
計
画
は�

�

加
藤　

元
章

問　

本
市
に
お
け
る
平
成
二
十
四
年
度

の
節
電
計
画
と
節
電
施
策
全
体
の
考
え

方
は
。

答　

電
力
供
給
予
備
率
が
、
安
定
供
給

の
目
安
で
あ
る
八
％
程
度
に
は
い
ま
だ

至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十

四
年
度
も
前
年
度
同
様
、
原
則
と
し
て

平
成
二
十
二
年
度
比
一
五
％
以
上
の
節

電
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

節
電
施
策
の
考
え
方
は
、
本
市
の
電
力

使
用
量
の
大
き
な
施
設
の
う
ち
、
病
院

に
つ
い
て
は
、
患
者
へ
の
メ
ン
タ
ル
な

影
響
も
考
え
、
こ
れ
以
上
の
節
電
は
し

な
い
と
い
う
方
針
だ
が
、
他
施
設
に
つ

い
て
は
、
全
庁
的
な
課
題
と
し
て
、
電

気
技
術
職
員
等
で
節
電
研
究
会
を
つ
く

り
検
討
し
て
い
く
。

公
共
建
築
物
の�

�

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減
は�

�

山
下　

富
美
子

問　

公
共
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

本
市
が
所
有
す
る
公
共
建
築
物
は
、

平
成
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け

て
、
更
新
時
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
機
能

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
多
く

費
用
が
か
か
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
橋
梁
や
市
営
住
宅
等

に
つ
い
て
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
す
る

な
ど
、
修
繕
等
に
か
か
る
費
用
の
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
、
各
建
築
物
の
維
持
管
理
や
修

繕
に
か
か
る
費
用
の
平
準
化
を
図
る
な

ど
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
改
革
推
進
の
観
点
か
ら
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
管
理
運

営
費
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
、
各
建
築
物
の
設
置
目
的
等
を

踏
ま
え
、
民
営
化
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
可

能
性
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
施

設
の
廃
止
や
統
合
、
複
合
化
な
ど
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

公
用
車
へ
の
エ
コ
カ
ー
導
入
は�

�

渡
部　

一
二
実

問　

公
用
車
へ
の
エ
コ
カ
ー
導
入
の
現

状
認
識
は
。

答　

本
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
公
用
車
の

更
新
に
合
わ
せ
エ
コ
カ
ー
の
導
入
を
進

め
て
い
る
。
現
在
、
三
百
三
十
三
台
の

公
用
車
を
所
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
エ
コ
カ
ー
は
、
電
気
自
動
車
一
台
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車
三
台
、
天
然
ガ

ス
自
動
車
十
一
台
の
合
計
十
五
台
で
、

平
成
二
十
四
年
度
に
水
道
部
へ
導
入
予

定
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
式
給
水
車
一
台
を

加
え
て
も
、
導
入
率
は
四
・
八
％
と
、

決
し
て
高
い
状
況
に
あ
る
と
は
言
え
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
公

用
車
の
更
新
に
合
わ
せ
エ
コ
カ
ー
の
導

入
を
図
っ
て
い
く
。


